
令和５年度　都城市立吉之元小学校　学校評価

評価指標

（　）内数字は指標別評価
具体的な取組 学校の自己評価（結果の考察・分析及び改善策等） 自己評価

学校関係者

評価
R4評価
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少人数のよさを生かした学習指導がされて

いたか。

○学校の楽しさ　　（3.2）

○充実した教育活動（3.3）

○個に応じた指導　（3.6）

○学力向上の工夫　（3.5）

○基礎・基本の習得（3.4）

〇活用力、応用力　（3.1）

○家庭学習の習慣化（3.2）

〇読書活動の推進　（3.1）

・校内研修

・授業研究協議会

・ＩＣＴの効果的活用

・はかせタイム

・ＮＮ学習

・市の学習支援活用

（図書館サポーター、ＡＬ

Ｔ、ＩＣＴ支援員）

・家庭学習推進

・読書活動推進

○各学級担任３名それぞれが、タブレット端末を活用した研究授業を１回以上実施するとともに、その授業の授業研究協議会を実施し、

互いの授業力向上への組織的取組を推進した。

○児童一人一人に割り当てられたタブレット端末に、日常的に触れる機会を多く設定したり、ＩＣＴの知識や技能習得のための指導を継

続させたりしたことで、その操作能力が大きく向上した。

○小規模校の特性を生かし、日々の授業で発表する機会を数多く設けたり、個に応じた指導の工夫を行ったりしながら、児童一人一人の

学力向上を図ってきた。本年度は特に、教師が授業を行う視点として「わ（わき役に徹する）・さ（先を読む）・び（微細な変化に気づ

く）」の理論をとり入れ実践してきた。具体的には「教師が説明や助言をするのをやめて、児童にじっくりと考える時間を与える」とい

うことに取り組み、主体的な学習態度、考える力、対話力、協働する力を育成してきた。

○家庭学習の時間やルールを親子で確認させたり、参観日や学級通信等での啓発や協力要請をしたりして、その習慣化を図ってきた。今

後もこの取組を継続させていく。

3.3 3.3 3.3
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生命尊重と思いやりの心を育む指導がされ

ていたか。

〇整理整頓、後始末（2.7）

○あいさつの習慣化（3.2）

○コミュニケーション能力（3.3）

○人権意識、思いやりの心（3.3）

〇生命尊重、社会のきまり（3.6）

・月目標の設定

・身のまわりの生活習慣

・あいさつの励行

・誕生日会

・150周年記念式典

・高齢者への年賀状作成

・高齢者宅訪問

・環境美化活動

○全項目中最も評価が低かったのが「身の回りの整理や後始末」であり、保護者2.4、職員2.6となった。「身の回りの整理や後始末」の

習慣を付けることは、忘れ物対策にもつながるので、保護者と連携して今後も指導に当たりたい。

○「あいさつ」についての評価は、保護者3.3、児童3.4、職員が3.0となった。ふだんから職員とあいさつを交わしたり、来客に対しても

礼儀正しくあいさつしようとする姿が見受けられる。あいさつは、人間関係づくりの第一歩でもあるので、自ら進んで「気持ちの良いあ

いさつ」ができるよう、今後も指導を継続し見守っていきたい。

○道徳科や人権に関する日々の授業を通して、心の教育を充実させた。また、全職員が積極的に児童との関わりをもち、一人一人の状況

や人間関係を把握するようにしたことで、充実した教育相談を実施することができた。「生命尊重、社会のきまり」の育成に関する評価

は3.6となり、児童の生命尊重と思いやりの心が培われてきていると感じている。

3.2 3.2 3.1
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体力、安全、健康や食に関する指導がされ

ているか。

○体力づくり　　　（3.3）

○安全に気を付けた行動（3.3）

○健康や食に関する指導（3.3）

○マナーに気を付けた食事（3.1）

・水泳・なわとび

・一輪車・持久走

・ヒップホップダンス

・給食指導・歯磨き指導

・健康生活チェック

・避難訓練

○児童の実態にそった「体力向上プラン」の取組を設ける一方で、水泳やなわとび、一輪車、持久走などの体育学習に組織的に取り組ん

できた。。こうした結果、児童の運動意欲が高まり、昼休みに外遊びをする児童が増えてきた。体力テストにおいても、４名の児童が総

合評価Ａという優秀な成績となった。

○毎月の安全点検を入念に行った。また、気になる情報を全職員で共有しながら危機管理に努めた。各種避難訓練を５回実施し、職員と

児童の危険回避への意識を高めた。

○保健だよりや参観日などで望ましい健康生活に関する啓発を続け、家庭と連携しながら、「早寝早起き、朝ご飯」の習慣化を図った

り、感染症予防対策を実行し、その流行を防ぐことができた。

3.3 3.3 3.2
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地域の人材や環境を生かした吉之元ならで

はの教育活動がされているか。

○地域の人材や環境を生かした活動

（3.7）

○地域の行事参加（3.5）

・創立150周年記念式典

・稲作体験・梅干しづくり

・さつまいもづくり

・給食交流会・しめ縄づくり

・親子料理教室

・アイススケート学習

・高齢者宅訪問

○本項目は高評価となった。地域の人材や環境を生かした様々な活動を通して、児童は吉之元のよさを感じ、楽しく学習することができ

た。創立150周年記念式典へ向けて、吉之元のよさや歴史、偉人について調べたことや、劇団の方と3人の偉人についての劇を共に演じた

ことは、児童の地域を愛する心をさらに高めるものになったと考える。

○本年度は、グランドゴルフ大会、梅ちぎり、稲作体験、地域と合同の運動会、餅つき、給食交流会、しめ縄作り等、地域の方々と交流

する機会が豊富にあった。また、月曜日の早朝の時間帯に、地域の方々の有志による学校の花壇の整備活動を行ってもらっている。地域

の方々に見守られ、ふれあい、育まれることを実感できた一年になった。

〇創立150周年記念式典プロジェクトとして制作したYoutubeチャンネル『動画で伝えるありがとう』は、学校と保護者、地域、そして卒

業生をつなぐ素材となり、好評であった。

3.6 3.6 3.4

項目

４段階評定（４：期待以上　　３：ほぼ期待通り　　２：やや期待を下回る　　１：改善を要する）

≪保護者、学校運営協議会委員からのお言葉≫

保護者より…「子供の人数が懸念される。」「移住者の方いらしたら、市からも声かけてして欲しい。」「後々は特認校にして欲しい。」

学校運営協議会委員より…「次年度は放課後児童教室が週5日開くが、その後が心配。民間との連携が必要。」「家庭での学習、整理整頓、持ち物、食事のマナーは家庭でしっかりとしつけるべき。」


